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３．デジタル技術を積極的に導入。
　　「中期経営政策 2022-25」スタート。
　2022 年度は「変革と創造」と題した、新しい「中期経営政策
2022-25」の初年度となります。今後 4 年間で、これまでの「お役立
ち発想」と「共創活動」にデジタル技術・デジタルツールを積極的に
取り入れ、「新しいたすけあい」を創造・実践していくというものです。
一例として加入、保全、お支払い等に関する事項を web やオンライン
で完結できることを目指し、組合員・協力団体の利便性向上を図ろう
としています。しかしながら、web やオンラインにより協力団体を介
さず、こくみん共済 coop と組合員が直接つながることだけが、私た
ちが皆さんと共に目指す「共済」の姿ではありません。
デジタル技術を 取り入れながらも、人と人とのつながりの重要性や、
協力団体とのコミュニケーションをさらに深めていくために、皆さん
と共に各種の取り組みを推進して参ります。

　2022 年 7 月 28 日（木）静岡市葵区のホテルアソシア静岡において、静岡県労働者共済生活協同組合 第 67回 
通常総代会、こくみん共済 coop 静岡推進本部 第5回 組合員代表者会議を開催いたしました。昨年に引き続き、
通常総代会および組合員代表者会議は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「三密」とならないよう規模を
縮小した開催といたしました。
　議案審議・付議事項はすべて提案どおり満場一致で
承認されました。

静岡県労働者共済生活協同組合 第67回 通常総代会
こくみん共済 coop 静岡推進本部 第5回 組合員代表者会議 開催報告

鈴木 隆博 本部長
挨拶の要旨

新型コロナウイルス感染症拡大防止策のひとつとして、今年も総代の出席者数を絞って開催。

１．続く新型コロナウイルス感染拡大。
　　共済金のお支払いも急増。
　新型コロナウイルスの国内での感染者が確認されてから、早2年半が

経過しました。感染症を原因とする2021年度の共済金のお支払いは、

全国で85億円 (静岡1.7億円 )で、発生当初 (2020年3月 )からの累計は

99億円となりました。特に今年の3月以降、共済金のお支払いが急増

しており、6月単月だけでも24億円となっています。この第7波の勢い

を考えると、昨年度を大幅に超える共済金のお支払いが予測されます。

　経営としては大きなリスクとなりますが、それはもちろん、組合員

のもしもの時を支える私たちの使命でもあります。罹患されて苦しむ

組合員に対して、全国の組合員からの「たすけあいの共済金」をお支払

いしていることを、改めてお伝えしておきます。

　また、こくみん共済 coop全体の 2021年度の経営概況を見ると、経

常剰余金は前期比8億円増の784億円となり、総資産も4兆円を超え、

基礎利益や支払余力比率も上昇しており、組合員の信頼に応えられる

十分な健全性を有しているとしています。

議長席・演壇・司会席にはアクリル板を設置しました。

２．静岡推進本部では「マイカー共済」「自賠責共済」が伸長。
　さて、2021 年度の静岡推進本部全体の実績は、新規契約の件数・口
数は目標には至りませんでしたが、自賠責共済と終身共済については、
件数・口数ともに目標達成できました。また、保有実績では昨年度、
そして今年度も重点共済として力を入れているマイカー共済・自賠責
共済や、終身共済が件数・口数ともに純増となりました。

4．静岡における「新しいたすけあい」を創造し、
　　「静岡スタイル」の構築を。
　こくみん共済 coop の「みんなでたすけあい、豊かで安心できる社
会づくり」という理念は、社会や経済が変貌しようとも不偏です。一
方で、設立時と現在では、時代背景にも違いがあることは否めません。
静岡推進本部としても、受け継がれるべき歴史的な経緯は踏まえつつ、
新たな時代の価値観に対応できる事業推進や組織運営を展望し、皆様
と一体となって、こくみん共済 coop の思いを伝える、伝わる活動を
進め、静岡における「新しいたすけあい」を創造し、「静岡スタイル」
というものを構築していく所存です。
今年度、静岡推進本部は「組合員・生活者に寄り添い、向き合い、身
近な存在に」というテーマを掲げて、たすけあいの輪を結び、広げて
いくよう努めます。皆様におかれては、コロナ禍の影響も含めて通常
の組合活動や地域での活動にも苦慮されている状況かと思いますが、
引き続きのご理解ご協力をお願い申し上げます。

　「ロッキー奨学金」は、静岡県労働金庫の会員（県内の労働組合など）が拠出して２０１０年６
月に創設した「地域役立資金」の内、県労福協が管理している「人づくり資金」を活用し『将来社
会に貢献する人物を育成、支援したい』という願いが込められた奨学金制度です。
　この奨学金の対象者は、静岡県内に在住もしくは企業などに勤務する勤労者の子弟で経済的
支援が必要と認められる学生で、各大学から推薦いただいた優秀な方達です。
　２０２２年７月２５日、第１９回ロッキー奨学金授与式がＡＬＷＦロッキーセンター大会議
室で行われました。
　２０２０年度・２０２１年度は、新型コロナウイルス感染拡大による影響で、世帯収入の激
減、アルバイト収入の激減等、学生生活にも経済的な影響が顕著なことから、例年各大学３名枠
の募集を６名に拡大して募集しましたが、今年度方針策定時は新型コロナウイルス感染拡大も
減少し経済活動も戻りつつあったことから、例年通りの各大学３名枠での募集としました。但
し、今年度も昨年度に引き続き、少しでも早く奨学金を学生に授与するために、例年より募集時
期を早めました。
　今回の授与式も、新型コロナウイルス感染防止のため、検温・手指消毒・マスク着用の上、各大
学から推薦された代表１名による参加で実施しました。また、福祉事業団体を代表して、静岡県
労働金庫増田新理事長に参加いただき、学生に向け激励のご挨拶をいただきました。その後、県
労福協池冨理事長より、各学生に目録が渡されました。
　県内９大学２５名の奨学生（2022年7月25日現在残り２名募集中）を代表して、浜松学院大
学及び静岡文化芸術大学の奨学生から「採用していただいた人間として恥ずかしくないよう、
残りの学生生活でより一層勉学に励み、教養を高めるため日々努力します」「真面目に学生生活
を送り、就職後も立派な社会人として自立できるよう努力します」と謝辞をいただきました。
　なお、奨学金（２０万円：返還不要）は各学生が指定された静岡県労働金庫の口座に７月２５
日に振込みました。

ロッキー奨学金
授与式を開催

　こくみん共済 coop 静岡推進本

部のこの１年間の取り組みに対し

それぞれの立場から、力強いご支

援とご協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。

　新型コロナウイルス感染症「第7

波」の急拡大により、今年も、来賓はお招きせず時間短縮に努め、総

代の参加人数も最小限に絞って開催することになりました。皆さまの

ご理解ご協力に重ねて感謝申し上げます。

　ご参考までに、全国における静岡推進本部の 2021 年度の位置づけ
を見ると、都道府県の人口は全国で 10 番目ですが、新規契約件数・口
数は、全国で 8 位、保有実績は件数が 8 位、口数が 6 位、「予定付加
掛金収入」は全国で 6 位となっており、先人たちが築いてきた歴史と
現役の皆さんの取り組みによって、こくみん共済coop全体の経営にも、
一定の責任と役割を果たしていると捉えています。
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静岡県生協連

第 57回通常総会開催報告
第 57 回通常総会を6 月24日（金）にALWFロッキーセンター大会議室（静岡労
政会館 3 階・静岡市葵区黒金町 5-1）にて開催しました。今回も新型コロナウイルス
感染症対策のため、代議員の皆様に対しても、総会へのご出席だけでなく書面によ
る議決参加についてもご案内をいたしました。当日は代議員定数 50 名に対し、実出
席者 15 名、書面議決 35 名となりました。

午後 1 時 30 分、稲垣滋彦会長により出席代議員数が総会成立要件の過半数を満
たしている旨が報告され開会が宣言されました。静岡県くらし・環境部県民生活課長・
望月希世美様より来賓あいさつをいただきました。（写真上）
議長に桑原武夫代議員（静岡大学生協）が選任され、議事が進行されました。飯
田知男専務理事より第 1 号議案～第 4 号議案が提案され長谷川民樹監事より監査
報告がされました。続いて、コロナ禍での事業活動について、静岡大学生協・棟田
専務理事（写真中）、浜北医療生協・佐宗専務理事（写真下）より発言がされました。
議案に対する審議の後、採決が行われ、すべての議案を満場一致で可決しました。
第 1号議案　2021 年度活動報告、決算報告　承認の件
第 2号議案　2022 年度活動方針、予算　承認の件
第 3号議案　役員選任の件
第 4号議案　役員報酬決定の件

理事：望月静子（パルシステム静岡） 
監事：長谷川民樹（パルシステム静岡）
2021 年度は会員生協の事業活動の支援をすすめるとともに、消費者・県民の暮らしに貢献する取り組
みを行いました。7 月豪雨災害発生時には県災害ボランティア本部に参集し会員生協とともに被災地支
援活動を行いました。また新型コロナウイルス感染症対策をテーマにオンライン講演会を開催しました。
会員生協によるフードバンクふじのくにの活動支援が広がりました。
2022 年度も引き続き行政や諸団体とのつながりを深め、県民の暮らしに貢献していきます。どうぞよろし
くお願いします。

会長（代表理事）：稲垣滋彦（ユーコープ 顧問）
副会長：鈴木隆博（静岡県労働者共済生協 理事長）
専務理事（代表理事）：飯田知男（ユーコープ 執行役員・しずおか県本部長）
常務理事：中村範子（員外）、望月美可（員外）
理事：神谷昇（静岡県教職員生協 常務理事）、佐宗健二（浜北医療生協 専務理事）
清水久美子（ユーコープ 理事）、芹澤潤二（生活クラブ生協 専務理事）、 
田口圭子（パルシステム静岡　常任理事＊新任）
寺西道治（あいち生協 専務理事）、
中村千須子（ユーコ－プ 理事）、藤﨑稔（スズキ生協 常務理事）、
増田勝俊（静岡県教職員生協 理事長）、
棟田光彦（静岡大学生協 専務理事）
監事：遠藤克彦（パルシステム静岡 事業部長＊新任）
遠藤さとみ（ユーコープ 監事）

　労働者協同組合は、労働者が組合員として
出資し、その意見を反映して、自ら事業に従
事することを基本原理とする組織であり、地域
のみんなで意見を出し合って、助け合いながら
地域の課題を解決していこうという新しい法人
制度です。
　労働者協同組合の設立や運営、管理など
について定められた法律です。
　事業に必要な資金はみんなで出し合い（出
資）、経営にはみんなで参加し、事業計画を
立て、事業を運営し（運営）、必要な仕事は
その立場に関係なく、共にみんなで担う（労働）。
　この出資、運営、労働の基本理念に従い、
持続可能で活力ある地域社会に資する事業を
行うことを目的とするように定められています。
現在の法人組織の違い、労働者協同組合の
設立の仕方など、詳しくは
【厚生労働省関連サイト】を参照ください。
https://www.roukyouhou.mhlw.go.jp/

議事の経過と結果

選任された理事及び監事

退任した理事及び監事

2022 年 10月1日
「労働者協同組合法」という

（出典；厚生労働省 HP
「知りたい ! 労働者協同組合法」／
資料ダウンロード／パンフレット

「労働者協同組合法って?」）

　今回は、連合静岡・組織対策局長　森藤氏を講師
にお招きし、『「働く」ということ』（※workers Library
よりテーマをピックアップ）と題し3回シリーズでオンライン
公開講座を開催します。
　また、静岡県労働者福祉基金協会ホームページよりご
覧頂きますと定期的に新着情報を配信するメールサービ
スも実施しておりますのでご登録頂きますようお願い致しま
す。引き続き“役に立つ、ためになる”講座を定期的にアッ
プしていきますので、多くの皆様に当協会ホームページよ
りご視聴頂ければ幸いです。

2021年11月より

『ALWFオンライン公開講座』が
スタートしています。 

※workers Libraryとは、
労働者に必要な一般的な
教養などが学習できる
資料室となっています。

←「オンライン公開講座」は
　こちらから

↓「workers Library」は
　こちらから

2022 年度役員（＊田口理事は所用により欠席）

新しい法律が施行されます。　～新たな働き方～
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つづけるSDGs
はじめるSDGs

フードバンクふじのくに活動報告

いつもフードバンク活動に
ご理解とご協力をいただき、
ありがとうございます。

　夏号で紹介しました「持続可能な社会
のために ナマケモノにもできるアク
ションガイド」（国連広報センター）か
ら抜粋して行動例を紹介します。

　みなさんが取り組んでいる身近な
SDGsの活動をご紹介ください。
①＜アクション＞（40 文字程度）と、②該
当する「レベル番号（1～4）」を 17ペー
ジにある「読者のページ」の要領でお寄
せ下さい。寄稿いただいた方の中から掲
載させていただいた方に、粗品をプレゼ
ントさせていただきます。
掲載にあたっては、市町村名とイニシャ
ル ( ご希望あればペンネーム ) で紹介さ
せていただきます。

＜アクション＞若者の相談相手になろ
う。それはだれかをよりよい未来へと導
くための、思いやりある、刺激的でパワ
フルな方法です。

＜アクション＞紙やプラスチック、ガラ
ス、アルミをリサイクルすれば、埋立地
を増やす必要がなくなる。

＜アクション＞買い物にはマイバックを
持参しよう。レジ袋は断って、いつもマ
イバックを持ち歩こう。

＜アクション＞電気を節約しよう。電気
機器を電源に差し込んで、使ってない時
は完全に電源を切ろう。もちろん、パソ
コンもね。

静岡県労福協
2022福祉強化キャンペーン

　日頃よりフードバンクふじのくにの活動に対するご支援をいただき、誠に

ありがとうございます。

　また、2022 年夏のフードドライブでは、県内各地で中心的に取り組みを

展開していただき心より感謝申し上げます。皆さまに集めていただいた食品

は、9月 8日（木）から13日（火）にボランティアの皆さんのご協力をいただき、

賞味期限および食品の種類ごとの仕分けおよび保管を予定どおり終えること

が出来ました。本来であれば、多くの皆さんにボランティアに参加していた

だき、食品仕分けを体験していただきたかったのですが、今回も新型コロナ

ウイルスの感染状況を鑑み、フードバンクふじのくにの役員選出・運営協力

団体（静岡県労福協、静岡県生協連、静岡県福祉基金協会、連合静岡、静岡

ろうきん、こくみん共済 coop）に絞ってお願いさせていただきました。次回

は多くの皆さんに参加していただきたいと思っていますので、その際にはよ

ろしくお願いします。

　なお、食品の集約状況は、新型コロナウイルス感染者数の増加や物価高騰等、

フードドライブの取り組みには厳しい環境下ではありましたが、今回も多く

の食品が集まりました。集約結果は出来次第、改めてご報告させていただき

ます。

　一方、食品の依頼状況は、昨年から継続して月 400 件超というとても多く

の依頼を受けています。特筆すべきは依頼者の約６割が初めてフードバンク

ふじのくにを利用したという実態です。新型コロナウイルス感染症を背景と

した収入減のなか、何とかギリギリで頑張ってきた人たちが、ここ最近の物

価高騰により、生活不安などからフードバンクを利用しなければならない状

況に陥っているのではないかと想像します。

　こうした依頼件数の増加により、食品の枯渇が懸念されるほどです。今後

も食品ロス削減と生活困窮者支援を柱に、～「もったいない」から「ありがとう」

へ～の取り組みを県内各地に呼びかけていきますので、引き続きの連携した

ご協力をよろしくお願いします。

　

　県労福協活動方針で掲げています「福祉強化キャンペーン」を、中央労福協のキャペーンと歩調を合わせて『静

岡県労福協２０２２福祉強化キャンペーン』として実施します。

キャンペーン期間は２０２２年１１月１日から２０２３年１月３１日（１０月を周知期間）の間、県下全域で展開

していきます。

　キャンペーンの主要テーマは「①労働者自主福祉運動の理解者とろうきん、こくみん共済 coop、生協等の福祉

事業団体利用者の増加を図る。②福祉事業団体の機能活用により可処分所得の向上につなげる。③フードバンクの取

組みにより生活困窮者支援につなげる」です。

　労働者自主福祉運動は、労働者が「相互扶助」や「協同・連帯」の理念に基づき、活動の主体となり、「自らの

組織と資金」により、困っている仲間、周りの人たちの生活上の問題解決にあたる活動です。その為には、運動そ

のものへの理解者、福祉事業団体の利用者が多くいることが大切になります。今キャンペーンを通じて、労働者自

主福祉運動の理解者とろうきん、こくみん共済 coop をはじめとする福祉事業団体の利用者の増加にむけて、取り

組んでいきます。

　2022 年度はコロナ禍におけるキャンペーン 3 年目となります。異常気象、ロシアの軍事侵攻・緊張等からの物

価高、インフレなどにより社会的に弱い立場にある勤労者・生活者が困窮に陥いる危惧があります。

　可処分所得向上の知識を身につけ、実践していくため、家計に関わる保障・お金まわりの「金融リテラシー（金

融商品などを理解し、使いこなす能力）」向上の機会を福祉事業団体、地区労福協、会員団体が中心となって研修会・

学習会を展開していきます。

　皆様方の家計見直しにむけて、福祉事業団体への相談、活用を積極的に検討し、利用ください。

家計の見直したすけあい ネットワーク自動車補償の点検・見直し フードバンクの支援・協力
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（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
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大樹生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は無料
★ 県内 6 箇所のセンターで相談に応じます。

東　部：055-922-3715
中　部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055    岳　南：0545-51-3715

　　　  西　部：053-461-3715
　　　  中東遠：0538-33-3715

相談ダイヤル
受付は平日

9：00～17：00

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。 お気軽にご利用下さい。
暮らし

何でも相談

静岡 連続講座　「今」を生きるヒント

弁護士がご相談に応じます。（相談時間約1時間）
日時：12/1０（土）　13：00・14：30・16：00
会場：ALWFロッキーセンター（県勤労者総合会館3階）
募集：各時間2組　（予約制）
申込 : 電話

ライフサポートセンターしずおか中部事務所
TEL：054-270-3963

＊動きやすい服装でご参加下さい。

ライフサポートセンターしずおか東部事務所
TEL：055-929-9820　FAX：055-929-9825　

＊状況によりオンライン参加と会場参加を併用
　したハイブリッド開催に変更します。

申込：二次元コードまたはホームページより、
Zoom事前登録となります。視聴用ＵＲＬは、
受付後自動返信いたします。

ライフサポートセンターしずおか中部事務所
TEL：054-270-3963
　

静岡 一人じゃないよ「ケアする人のケア」を学ぶ会 2022（主催：静岡県ボランティア協会）

時間：13：30～ 15：15/ 会場： あざれあ 大ホール   
募集：各 250名 / 参加費：無料
申込： 電話・FAX・ホームページ・右二次元コード

ライフサポートセンターしずおか中部事務所
TEL：054-270-3963　 
FAX：054-272-0014

10/15（土）
悲しみこそ真の人生の始まり
～人は物語を生きている～
柳田　邦男　さん
ノンフィクション作家

11/12（土）
将棋と人生
加藤　一二三　さん
日本将棋連盟所属プロ棋士九段
仙台白百合女子大学客員教授

10/29（土）
ヤングケアラー
～家族の介護やケアを担う子ども・若者たち～
沖 侑香里 さん
（静岡きょうだい会代表）

2023/1/21（土）
『動の祈り、静の祈り』
佐藤初女さんから学んだこと。
内藤 いづみ さん
 （甲府 ふじ内科クリニック院長）

浜松

認知症の知識と予防の解説、漢字色別テストで“脳いきい
き度”を確認します。

≪ご案内≫お申し込みは、①～⑥（脳いきいき講座は⑦まで）をお知らせ下さい。先着順で受け付けます。①日程 ②講座名③お名前（ふりがな） 
④電話番号 ⑤お住まい（○○市・町） ⑥年齢（○○歳代）　⑦生年月日　○電話による受付は平日9:00 ～17：00。　○既に受付を終了して
いる場合がございますのであらかじめご了承下さい。　○来場時のマスク着用と消毒、検温にご協力下さい。  

日時：12/３（土）　13:00 ～ 15:30
会場：浜松労政会館
募集：50名
講師 : 志村孚城さん・奥山恵理子さん 
　　　（日本早期認知症学会）
参加費 : 無料　※筆記用具をお持ち下さい
申込 : 電話・FAX

ライフサポートセンターしずおか西部事務所　
TEL：053-466-6307　FAX : 053-466-6273

会場：ALWFロッキーセンター（県勤労者総合会館3階）
募集：各40名 　聴講料：各回1,500円
申込：静岡県ボランティア協会ホームページより http://shizuvol.jp 問合せ：静岡県ボランティア協会TEL：054-255-7357

脳いきいき講座 静岡 無料法律相談会

NHK記者を経て作家に転身。『マッハの恐怖』『ガン回廊
の朝』などの著書多数。近年は、子どもの心の危機を重
視し、心豊かな発達をもたらす絵本活動に精力を注ぐ。

14歳で将棋棋士としてプロデビュー。「神武以来の天才」
の異名を持つ実力制六代目の名人。数多の記録を樹立、
保持する将棋界のレジェンド。

日時：11/26　（土）　13：00～ 15：00
募集：100名　（Zoomウェビナー）
講師：鈴木和樹　さん
　　　　NPO法人POPOLO事務局長
参加費：無料

富士

自宅でできる優しい筋トレを、施術家で元ボディビル競技
選手が教えます。

日時：11/2３（水祝）　10:00 ～ 12:00
会場：ロゼシアター1階リハーサル室
募集：30名
講師 : 望月官さん（駅南望月整骨院院長）
参加費 : 無料
持物 : 室内履き・タオル
申込 : 10/２０より。電話・FAX・ホームページ

50 代からはじめたい　若返りトレーニング オンライン講座 「助けて」と言える社会へ

　 ロッキーカレッジの開催報告ロッキーカレッジの開催報告

ヒロシマを伝える / 7 月 23 日、平和への思いを伝える対談と演奏会
を開催しました。広島市在住の児童文学作家ささぐちともこさんとソ
プラノ歌手大島久美子さんによる対談では、執筆した児童小説「ラグ
リマが聞こえる」の誕生秘話や、原爆投下 3 日後に路面電車の車掌を
務めた母里子さんの被爆証言、小説の題材となった実在する「被爆ギ
ター」の演奏を紹介。演奏会では、大島さんと森須奏絵さん（ピアノ）
が島唄など9曲を披露しました。

「学校に行きたくない」と言われた時にできること /6 月 11 日、子ど
もの不登校について、全国不登校新聞社代表理事兼編集長の石井志昂
さんを招いた講演会を開催。自身の不登校経験やこれまでの取材など
から子どもの SOS や「学校に行きたくない」と言われた時の対応など
を、わかりやすくユーモアを交えて話し、寄せられた多くの質問にで
きる限り答えました。

　14:30 ～ 16:30 　14:00 ～ 16:00

photo by 中西裕人

生活にお困りの方に寄り添い支援の輪を広げる活動について話します。



　２０２２年６月７日（火）、ホテルグランド富士のレストラン「グラース」
にて「総会および親睦ランチ会」を開催し、１５名が参加しました。当
日は、梅雨の時期にもかかわらず天候にも恵まれ、事前に確認してい
た参加者全てが集まることが出来ました。
　会場においては、新型コロナウイルスの感染防止に十分に留意し、
受付時の健康チェックをしっかりと行ったうえで、全体で「前年度の活
動の振り返り」と「次年度の活動方針」「役員体制」等を確認すると
ともに、昼食をとりながら仲間たちと語らうことで、改めて“つながり”
を実感できる機会となりました。

　参加者からは、コロナ禍によりこうして集まる機会が減ってし
まい、どこか気分も沈みがちであったが、久しぶりに和気あい
あいと楽しい時間を共有でき、大変嬉しかったとの声もいただき
ました。また、県の補助金事業として参加費負担が抑えられて
いる事も魅力であり、次回以降、これまで参加していない会の
メンバーや、未加入の友人も誘い、会の結束強化と、新規会
員の加入促進につなげたいとの声もいただきました。
　今後も全体で盛り上げ、魅力的な活動を一緒に楽しんでいき
たいと考えておりますので、皆さま、どうぞ宜しくお願いいたし
ます。
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富士・富士宮地区ろうきんグリーン友の会
「総会および親睦ランチ会」開催報告

掛川地区ろうきんグリーン友の会地区報告・連絡会および
「津軽三味線奏者　中村祐太コンサート」を開催しました～

　2022 年 6 月 30 日、パレスホテル掛川に於いて、掛川地区グリーン友の会
第 9 回地区報告・連絡会を開催し、感染症拡大の影響から 3 年ぶりに会員が
顔を合わせて定期大会を行うことができました。同日、浜松市浜北区出身の中
村祐太氏による津軽三味線コンサートを企画し、津軽三味線の迫力ある生演奏
に参加者 30 名が酔いしれました。トークを交えて、ソーラン節や花笠音頭、
涙そうそうや津軽じょんがら節など、全国の民謡を中心に全１０曲を力強く披露
されました。参加者は知っている曲を口ずさんだり、演奏に手拍子をとりながら、
２７歳のイケメン演奏家に心をつかまれ、会場は盛り上がりました。

　感染症予防のための外出自粛や交流
機会が減る中、久しぶりの「お出かけ」
の機会になり、参加者から「素敵な演
奏と会員同士の会話に心が弾んだ」と
明るいお顔で感想をいただきました。
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吉岡 秀規 氏
沼津地区労福協　事務局長
図書印刷労働組合 支部長

重松　克典
シゲマツ 　カツノリ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.46

人物登場 運 動 継 承
事業団体職員・労福協役員へ

贈る
言
葉

　連合静岡 清水地協初代事務
局長、清水地域労福協会長の
要職を皮切りに連合静岡会長、
静岡県労福協理事長などで更に
労働者の生活向上に向けた活
動に携わる。
　2012年からは静岡ライフサ
ポートセンター友の会会長として
活動中で、現在に至る。

　なんの素養もなく失敗も多かった私ですが、
幸運なことに目の前にはいつも先輩たちの背中
と、活動のための指針がありました。労働運動
の基本から政治活動のあれこれを叩きこんでく
れた先輩からは「労働組合の人格を守れ」「看板
で仕事をするな」「損して徳とれ」などといつも
発破をかけられました。
　清水テルサの完成した翌年、私は上部団体で
あるＪＡＭ静岡委員長に就任しました。新たな
場所での運動も刺激的でした。平成１７年、新
たな活動拠点としての「ＪＡＭ会館」が完成し
ました。その喜びもつかの間、労金簿外問題が
発生し、その影響で県労福協と連合静岡の人事
問題にまで波及しました。　　
　会長代行として役選委員長を務めていた私は、
次期連合静岡事務局長の人選に行き詰まってし
まいます。紆余曲折の末、私がＪＡＭ静岡委員
長と兼務する形で非専従事務局長を担うことと
なります。このときにめぐり合ったのが「連合
評価委員会最終報告」です。中坊公平氏を座長
としてまとめられた報告書はとても衝撃的でし
た。『このままでは労働運動の社会的存在意義は
ますます希薄化する。この提言に取り組まず、
このまま流され続ければ、狭い視野に限定され
てしまい、広い共感を呼び起こさない運動に陥っ
てしまう』という強い呼びかけに突き動かされ
て、連合３役会や各地協で読み解き活動を展開
しました。
　この「連合評価委員会最終報告書」を参考に
して連合静岡の活動計画をまとめていきました。

　皆さん、こんにちは。

沼津地区労働者福祉協議会の事務局長をしており

ます、図書印刷労働組合沼津支部の重松克典と申

します。私は、2011 年 9 月に幹事としてスター

トし、2014 年に副会長、そして 2020 年に現在

の事務局長と様々な立場で労働者福祉活動に関

わってきました。事務局長に就任後は新型コロナ

ウイルスにより、諸活動に制限がある中で、何が

できるのか模索しながら、沼津地区労福協の役員

の皆さんに知恵を借り、支えられながら活動をし

ています。これほど役員の皆様に支えられている

事務局長は、私以外いないのではないかと思いま

す。

　皆さんは、図書印刷と聞いてどんな会社を想像

されるでしょう？弊社は、教科書や参考書はもち

ろんのこと、雑誌や書籍、漫画コミックスやカタ

ログ等を印刷から製本、発送までを生業としてい

ます。しかし、近年インターネット等のデジタル

化が進み、紙の本の需要は低迷し、書店も減少傾

向にあります。皆様にも紙の本を手に取っていた

だき、その良さを再認識していただければ幸いで

す。

　さて沼津地区労福協は、ここ 2 年ふれあい交流

会と題し、伊豆三津シーパラダイス貸切イベント

を、コロナ対策を万全に開催してきました。一昨

年前はおよそ 290 名、昨年はおよそ 420 名と多

くの方に来場いただき、コロナ禍で交流ができな

①趣味：カブトムシと亀の世話・プランター菜園
②モットー：なせば成る
③最近感動したこと：
　卵から育てたカブトムシが立派な成虫になったこと
④最近失敗したこと：
　蓋の締めが甘く、カブトムシ達が全部逃げたこと

連合静岡の定期大会では「地域に根ざした顔の
見える労働運動をめざして」という表題で活動
方針を打ち出しました。それと並行する形で県
労福協主導の「ライフサポートセンター構想」
も動き出します。事務局長になると「県労福協」
副会長がついて回ります。事が重大なので県労
福協会長・連合静岡会長・静岡労金理事長・全
労済静岡県本部長の４トップによる会議が何度
も行われました。
　兼務していた１年間は激務の連続でした。定
期健康診断があると血圧は２００を超えており、
医者から厳重注意をもらいました。それでも兼
務することで様々な知恵が出てきます。県労福
協や各事業団体との有機的連携を図ったり、全
県に広がる仲間たちに肉声を届けたいと「南町
の独り言」というブログも始めました。退任す
るまでほぼ毎日発信を続けた成果は、有形無形
で様々なところに出てきました。
　平成１９年、連合静岡定期大会で会長に選出
されました。経営者協会も仲間に加えた「ＬＷ
サポート」も船出し夢は大きく広がっていきま
したが、ここに「日本労金問題」が熱を帯びて
登場してきます。中央の情報を集めながら県労
福協とも協議を重ねていきます。４団体に勤信
協も加えてさまざまな角度から慎重に検討を重
ねていきました。このなかから「福祉ファンド
構想（後の地域役立て資金）」が生まれてきまし
た。結局、当局の許可は下りず「日本労金構想」
は無くなりました。

い中で、夜のイルカショーや大抽選会を実施し、

大抽選会ではお子さんが目をキラキラさせながら

興奮するなど、参加いただいた皆さんにとても喜

ばれていました。普段あまり見ることのできない

夜のイルカショーはイルカに照明が映え、とても

きれいなので、一見の価値は十分にあると思いま

す。また、この交流会では、障がい者施設の就業

支援として、パンを購入し参加者全員に配布し、

フードドライブの取り組みも合わせて実施するな

ど労福協としての役割を発揮しました。

　最後になりますが、今年度より沼津地区は会長

が交代し、新たな一歩を踏み出すことになりまし

た。今年の干支は「壬寅(みずのえとら)」で、寅年は、

成長や始まりの年とされ、大きく時代が動き成長

していくターニングポイントだそうです。沼津市

も来年は市政が施行され 100 周年を迎えます。働

きやすい・住みやすい街づくりを目指し、ポスト

コロナを見据え、労働者福祉の変革の年となるよ

う活動に取り組んでまいりますので、皆様、よろ

しくお願いします。
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　富士地区労福協は 2015 年 8 月 3 日に富士市市民協働
事業である「ふじクリーンパートナー事業」に参加団体
として加盟しました。「ふじクリーンパートナー」とは、
一言で言えば美化活動です。加盟団体・企業は富士市内
の公共施設の清掃と福祉施設において日常できない部分
の清掃等を行います。市役所は物品の支給やゴミの回収
などの支援を行うというように役割分担をして、一緒に
道路や公園などをきれいにしようという取り組みで、
2022 年 5 月 1 日現在、88 の団体・企業が参加しています。
　富士地区労福協の「ふじクリーンパートナー清掃活動」
は、2016 年度から富士市社会福祉協議会の各施設を対象

とした清掃活動を実施しています。今回も 2022 年 6 月
25 日（土）に富士市社会福祉協議会を通じて希望があっ
た市内９カ所の施設を訪問して、施設から要望のあった
窓やエアコンの清掃、草刈り、植木の剪定などに取り組
みました。
　合田会長は地元新聞社の取材に対し「施設の職員さん
や利用者の皆さんの手が届かない部分をサポートして負
担を減らしたい。少しでも快適な環境で日々の活動をし
てもらえればうれしい。」と話されています。
　これからも多くの参加者を募って活動を継続したいた
め、実施日を毎年 6 月と 12 月と定例化しています。

　7月20日 ( 水 )、三島地区労福協ボウリング大会を開催
しました。コロナ感染防止のため開催中止が続き、当日
もギリギリまで感染状況とにらめっこ。「やりましょう !」
と決断し、実に 3 年ぶりの開催となりました。ボウリン
グ場のスタッフの方とも「お久しぶりです！」と言葉を
交わし、開催できることの有難さを実感しました。とは
言え、感染予防には注意を払い、飲食は水分補給のみ、

過度な発声・接触は控えハイタッチは「エアー」
とし、表彰式は行わずゲーム終了次第解散、長
時間滞在を避ける、といった新たなルールを設
けて実施しました。そんな規制がありつつも、
19 チーム (76 名 ) の方に参加いただきました。
斉藤会長と野寺事務局長の始球式でゲーム開
始！あちこちでピンが飛ぶ音が響きます。１ピ
ン残り悔しがる素振りを見るのもまた楽しく、
ストライクが出たら拍手で祝福するなど、感染
予防を意識しながらも楽しめたと思います。
ゲーム結果については一覧にまとめて各会員宛
てにお知らせさせていただき、賞品は各会員へ
お届けしました。受賞の瞬間の表情は勝手に想
像させてもらいます ( 笑 )。実はこの前週に長

泉支部のボウリング大会も開催されています。2 週続け
て参加いただいた方もあり、昨今のストレスを発散する
機会となったでしょうか !? 両日ともフードドライブを実
施し各チームいろいろ持ち寄ってくださいました。子供
向けのお菓子やカレーもあり、子供たちにたくさん食べ
てもらいたいと思うと、フードドライブの重要さを改め
て実感します。来年度も開催できますように！

「ボウリング大会」を開催「ボウリング大会」を開催
三島地区労福協三島地区労福協

「ふじクリーンパートナー清掃活動」を実施「ふじクリーンパートナー清掃活動」を実施
富士地区労福協富士地区労福協

「幸せを支え合う社会」の実現のために福祉基金協会ではＮＰＯ団体との新たな活動を
模索しています。労福協会員の皆様にＮＰＯ組織をより身近に感じていただくために、
中間支援団体の紹介に基づいてＮＰＯ団体の活動を労福協だよりに掲載しています。

　私が代表を務める団体では、この夏に、小学生から高校生までの若者た
ちが地域の様々な活動に参加する機会を作ってきました。「こどもわく
ワーク」、「KOLABO」、「夏休み１Dayボランティア」の3事業です。学校の枠
を超えて地域の人や団体との接点から、地域への関心を主体的に生み出す
ことを目的としています。
　私自身、30歳を過ぎ県外からUターンするまで、友人に地元のことを聞か
れても答えられず苦い思いを幾度としました。だから若者たちには、地域
への関心と、自身が主体的に地域に対して「何か」アクションを起こした、
地域の役に立ったと実感を持ってほしいと考えます。
　農学者小田切徳美氏は、農山村が直面している課題について単なる人口
減少という「数の問題」ではなく「人の質の問題」と捉え、最も根深い問題を
「誇りの空洞化」という言葉で表現しています。
　地域を「数値」で捉え数の上下で判断を下しがちですが地域への当事者
意識づくりこそこれからの地域づくりの根幹です。地域に対して無関心な
1,000人が増えるより、地域に対し誇りを持ち何かをはじめることのできる
10人がいる地域の方が未来があるのではないかと、私は取組を重ねるたび
に痛感しています。
　今日も各地ではNPO団体が様々な活動を続けています。地域を自分ゴト
として捉え、より良くしようと活動する人々の姿は魅力的です。地域を創
るのは人。魅力的な人がいることが、未来に向けた地域の大きな財産です。

【連絡先】島田市市民活動センター（運営：NPO法人クロスメディアしまだ）
　　　　https://www.cms.or.jp/
　　　　島田市本通三丁目6-1 （島田市地域交流センター「歩歩路」内）
　　　　0547-33-1550 　　shimada.scsc@gmail.com

NPO法人クロスメディアしまだ
　　　　　　  理事長　　大石歩真

地域・地区労福協の活動予定
月   日  　曜日 　開催時間   　　　 催事（イベント） 　　 　　　　　　　　 会場（場所）　　　　　 　参加資格・参加費など　　　  　　　　主　催 　　　　　　　　　　　備　     考

10

月
　

11

月
　

12

月
　

1０・１１月にアクティ森施設で使用可能なチケット斡旋
お問合わせ先　袋井地区労福協　☎0538-45-1221

浜松市労福協独自イベント
事前予約制

・事前申込み要・後援：富士市・富士宮市、県労福協
お問合わせ先：富士地区労福協　☎0545-57-6029
・事前予約制
お問合わせ先：富士地区労福協　☎0545-57-6029
参加申込要／参加費200円
お問合わせ先　小笠南地区労福協　☎0537-28-9566
劇団たんぽぽ「ルドルフとイッパイアッテナ」公演
お問合わせ先　袋井地区労福協　☎0538-45-1221
講師：さかなクン氏
お問合わせ先　静岡地区労福協　☎054-269-4628

共催：浜松市　後援：湖西市、県労福協
事前予約制
要予約（先着35名）
お問合わせ先　静岡地区労福協　☎054-269-4628

参加申込要
お問合わせ先　小笠南地区労福協　☎0537-28-9566

お問合わせ先  裾野地区労福協 ☎055-919-2996

お問合わせ先  東遠地域労福協 ☎0537-61-2122

講師：石原良純氏
お問合わせ先  東遠地域労福協 ☎0537-61-2122

お問合わせ先  東遠地域労福協 ☎0537-61-2122

お問合わせ先  東遠地域労福協 ☎0537-61-2122

共催：浜松市

ろうきん小笠支店運営委員会共催
 
土

土

日

日

土

火

土

土

日

月

火

火

土

木

土

日

 
9：00

9：00

9：00

12：30

18：30

8：00

14：00

7：00

13：30～

1～

8

15

16

16

29

8

12

12

13

14

15

15

19

1

10

18

アクティ森

御前崎市久々生海岸

樹空の森パークゴルフ場

浜名湖ガーデンパーク

浜名湖ガーデンパーク

大東総合運動場

オンライン配信

会員・１冊1,000円

会員

会員

無し

労福協会員限定

会員

袋井地区労福協

小笠南地区労福協

裾野地区労福協

浜松市労福協

浜松市労福協

東遠地域労福協

富士地域労福協

富士地域労福協

袋井地区労福協

静岡地域労福協

東遠地域労福協

静岡地区労福協

東遠地域労福協

無料　入場整理券あり

どなたでも・無料

会員

なし

会員

整理券保有者掛川市生涯学習センター

アクトシティ中ホール

ろうきん静岡中央支店

ミオス菊川ＣＣ

ＪＡＭ静岡会館

日本海さかな街

小笠グラウンドゴルフ場

秋の思い出作り応援
キャンペーンｉｎ「アクティ森」

富士ロゼシアター
第１会議室

富士地域労福協会員
一般市民

参加資格：なし
参加費：無料

小笠南労福協役員
会員OB/小笠南退福共会員

小笠南地区労福協
小笠南地区退福共

西遠地域労福協
浜松市労福協、湖西地区労福協

小笠南地区労福協

連合静岡東遠地協
東遠地域労福協

入場無料
入場整理券が必要

西遠地域労福協会員
一般市民

月見の里学遊館
うさぎホール
グランシップ

中ホール「大地」

ALWF福祉とくらしのセミナー
「井出　英策」講演会

ALWF福祉とくらしのセミナー
講演者「齋藤　孝」

海岸清掃

裾野地区労福協パークゴルフ大会

第37回はままつ労福協まつり

労福協スポーツ体験会

ソフトボール大会

教育・進学知っ得セミナー

親睦グラウンドゴルフ大会

働く仲間と家族の集い

ALWF福祉とくらしのセミナー

文化講演会

教育・進学知っ得セミナー

チャリティゴルフコンペ

無料法律相談会

年末ショッピングツアー

10：00
～15：00

18：30
～20：00
10：00
～12：00

18：30
～20：00

18：30
～20：00
9：30
～12：00

9：30
～15：30
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■豪雨災害支援の活動がありがたく嬉しく思い微
力ながら自分も応援していきたいと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　伊東市　鈴木様

■「人物登場」の岡本駿也さん、つかみの部分・自己
紹介・締めを読み、ユニークでビール愛ダダもれな
のがわかりました。お会いしたことがないのに“本
当の岡本さん”を知りたくなりました。
　　　　　　　　　　　　　　　沼津市　大塚様

■フードバンク活動報告でフードドライブ活動が
広く知れわたるようになり、たくさん集まったと
いう事ですが、どれだけ必要以上に買っているだ
ろうと考えさせられました。
　　　　　　　　　　　　　　　浜松市　𠮷本様

■労福協の総会が60回の節目と知りました。コロ
ナと共存しながらの生活で連携が難しいですが、
模索しながら頑張りたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　磐田市　塚本様

■いろいろな地域の労福協の様子が伺えて楽しい
です！　　　　　　　　　　　　静岡市　井口様

あなたも労福協だよりにご意見、ご質問を
お寄せください。掲載させていただいた方
には粗品をプレゼント！

https://shizuoka-rofukukyo.jp

E-mailは労福協ホームページの「応募する」をご利用ください。

クイズの答えはメッセージにお願いします。

応募総数47通の内、正解者の中から
抽選した結果下記の方々が当選され
ました。おめでとうございます。

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」FAX ０５４－２７３－３１１０　応募先

（１）Ｂ:60回
（２）Ａ: 世代
（３） Ｃ:駆付三杯

クイズ  前回の答え

○伊 東 市 　 久 津 間 様
○磐 田 市 　 大 石 様
○静 岡 市 　 宮 本 様
○藤 枝 市 　 丸 山 様
○袋 井 市 　 大 石 様

当選者

■締 切 日　２０22年10月28日（金）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所　
　　　　　　④クイズの答え　⑤メッセージ

2,000円を
ゲットしよう！
ホームページからの
応募も可能です

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様に２ ，  ０００円のギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方には粗品をプレゼントします。

応募する をクリック

❶今年7月に開催された「ロッキー奨学金授与式」は何回目だったでしょう?
　Ａ： 1回　Ｂ： 9回　C：19回
❷今年10月に新しく施行される法律は次のうちどれでしょうか？
　Ａ：生活者協同組合法　Ｂ：労働者協同組合法　
　C：勤労者協同組合法
❸人物登場で紹介しました沼津地区労福協 重松事務局長が
　趣味で世話をしているのは？
　Ａ：カブトムシと亀（カメ）　Ｂ：カブトムシと象（ゾウ）
　C：カブトムシと河馬（カバ）

　　　

湖西地区労福協事務所の紹介 

※事務所の特徴 : 連合の（レ）+湖西の（コ）+労福協の（ロ）の
頭文字を取って「レコロ」との愛称で親しまれています。今年度は
開設１０周年となります。湖西地区で働く仲間の活動拠点として、
活発にご利用いただいています。

・住所：湖西市鷲津5244　キリヤビル１階
・電話：053-576-2002　FAX：053-576-2007
・所在地道案内：ＪＲ鷲津駅改札口出て南へ徒歩３分
（駐車場の有無）駐車場５台
・事務所の開いている曜日：平日
　（来所の際は事前にご連絡ください。）
　 時間：10：00～～16：00（お昼13：00～14：00不在）
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シリーズ
事業団体職員・労福協役員へ

運動継承！

贈る言葉

人物登場
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.46（沼津地区労福協）
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静岡推進本部組合員代表者会議
こくみん共済coop
静岡推進本部組合員代表者会議
こくみん共済coop
静岡推進本部組合員代表者会議
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●Eメール ●インターネットホームページ

労福協だより

https://Shizuoka-rofukukyo.jp/

検索サイトからもご覧いただけます

退福協・グリーン友の会地区活動報告退福協・グリーン友の会地区活動報告退福協・グリーン友の会地区活動報告
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